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講演の概要 

阿部教授は、秋田県検証改善委員会委員長として７年間秋田県の教育と学

力についての研究を重ねてきた。それを生かしながら、秋田県が全国学力・

学習状況調査で連続して良好な成績をおさめてきた要因を解き明かす。秋田

型授業づくり、教師の指導の特徴、授業研究システム、学校―家庭―地域の

連携等の角度からの解明である。 

 

 阿  部  昇（あべ  のぼる）先生のプロフィール 

秋田大学教育文化学部教授。専門は国語科教育学、授業研究。日本教育方法学会常任理事、全

国大学国語教育学会理事、日本ＮＩＥ学会理事、秋田県検証改善委員会委員長、秋田県総合政策

審議会委員。 

１５年にわたり県教育委員会とともに秋田県内の小中学校を訪ねて、授業や校内研究会への助

言を続けている。また、全国的な学力向上の取組、フィンランド・韓国等の国際的な学力向上の

取組についても研究している。 

主な著書に『頭がいい子の生活習慣―なぜ秋田の学力は全国トップなのか』ソフトバンク・ク

リエイティブ、『文章吟味力を鍛える』明治図書、『力をつける「読み」の授業』学事出版、他

多数。 
               

            問い合わせ先 

島根県教育センター研究・情報スタッフ 

  安達 利幸 

松江市内中原町２５５－１ 

ＴＥＬ 0852-22-5873  

参加申込不要 


